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高等学校地歴科（日本史 『県史』資料活用展開例）

「 満 州 と 山 梨 県 」

１ 活用資料・展開例に対応する、学習指導要領高等学校地歴科（日本史）の目標と内容

学習指導要領（抜粋）

第２節 地理歴史
第１款 目 標
我が国及び世界の形成の歴史的過程と生活・文化の地域的特色についての理解と認識を深め，
国際社会に主体的に生きる民主的，平和的な国家・社会の一員として必要な自覚と資質を養う。

『日本史Ａ』
○目 標
近現代史を中心とする我が国の歴史の展開を，世界史的視野に立ち我が国を取り巻く国際環

境などと関連付けて考察させることによって，歴史的思考力を培い，国民としての自覚と国際
社会に主体的に生きる日本人としての資質を養う。

２ 内 容

( )近代日本の歩みと国際関係3
第一次世界大戦前後から第二次世界大戦終結までの我が国の状況について，国際情勢と関連

付けて考察させる。

ア 政党政治の展開と大衆文化の形成
政党の役割と社会的な基盤，学問・文化の進展と教育の普及に着目して，政党政治の推移と

大衆文化の形成について考察させる。

イ 近代産業の発展と国民生活
都市や村落の生活の変化と社会問題の発生に着目して，近代産業の発展とそれが国民生活に

もたらした影響について考察させる。

ウ 両大戦をめぐる国際情勢と日本
諸国家間の対立や協調関係と日本の立場，国内の経済・社会の動向，アジア近隣諸国との関

係に着目して，二つの世界大戦とその間の内外情勢の変化について考察させる。

２ 県史アンケート結果と対応する活用資料の項目

・水害・治水 ・地域の発展に尽くした先人の業績
・地域に残る文化財 ・甲府空襲
・戦時下のくらし ・戦国武田三代
・甲斐源氏 ・身延山と日蓮
・幕末・維新の山梨 ・天保郡内騒動
・富士川船運 ・甲府城・城下町

３ 内容（３）のウに該当する『山梨県史』

近現代 通史編５近現代１ 通史編６近現代２
資料編 近現代１（政治行政Ⅰ）14
資料編 近現代２（政治行政Ⅱ）15
資料編 近現代３（経済社会Ⅰ）16
資料編 近現代４（経済社会Ⅱ）17
資料編 近現代５（経済社会Ⅲ）18
資料編 近現代６（教育文化）19
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４ （３）の「近代日本の歩み」活用資料（例）

学習指導要領該当項目 活用可能資料

内容（３）― ウ

【両大戦をめぐる国際情勢と日本】

・経済・社会について 通史編５近現代１ Ｐ５４０～Ｐ５６７
通史編６近現代２ Ｐ３～Ｐ４７

通史編６近現代２
Ｐ８１ 表１－４ 「米価と繭価の変動」
Ｐ８２ 表１－５ 「生産物物価の推移」

資料編１７巻 史料３９・４０

通史編６近現代２ Ｐ５５７～Ｐ５６７
通史編６近現代２ Ｐ５７７～Ｐ５８１

など
・関東大震災について 通史編６近現代２ Ｐ５５３～Ｐ５５６

資料編１７巻 史料３１・３２・３３
など

・米騒動について 通史編５近現代１ Ｐ５４９～Ｐ５５３
資料編１７巻 史料２８・２９

など
・満州について 通史編６近現代２ Ｐ２３３～Ｐ２３９

資料編１５巻 史料５１・５２・５３
資料編１５巻 史料３４・３５
資料編１７巻 史料１１２ など

・その他 口絵
資料編１７ 若尾銀行上棟式
資料編１７ 全国農民組合山梨県連合会ステッカー

など

今回使用資料

（活用資料）

・ 山梨県史』『
通史編６近現代２
Ｐ８１ 表１－４ 「米価と繭価の変動」
Ｐ８２ 表１－５ 「生産物物価の推移」
Ｐ１０４～Ｐ１１０
Ｐ８３～Ｐ８６
Ｐ８７～Ｐ９１
Ｐ２３３～Ｐ２３９

資料編１５巻資料５７
資料編１５巻資料３５
資料編１７巻資料１１２
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５ 展開例

目標

・山梨の満州移民の実態を知り、郷土の歴史に関心を持をもつとともに、なぜ、日本が満州へ進出したのかを
考えさせる。
・恐慌の時代から満州事変、満州国建国までの流れを山梨県の歴史と関連付けて理解させる。
・日本が軍国主義へ進んでゆく流れを「軍部の台頭」や「国内事情」と結びつけて考えさせる。

学習内容 生徒の活動 提示資料 留意点等

・満州移民政策と ・資料を読み、山梨から満州に渡 ・資料はあつ通史編６近現代２Ｐ２３３
導 入 山梨県 った人々がいたことを知り、時期 かいやすいと資料編１５巻資料５１・

に着目する。 ころを抜粋す５２・５３
( ) る。10

7 13・昭和 ・
であ年の資料

ることに注意
を払う。

・満州の位置 ・地図で位置を確認する。 ・歴史地図を
用いる。

・本時の学習内容を確認する。 ・簡単に説明
展 開 （第１次世界大戦～満州国・ する。

終戦）
・昭和４年～６年にか ・表について気がつくことを自由 ・特に原因に通史編６近現代２
けての繭価等の暴落 に発表する。 ついて考えさＰ８１、Ｐ８２

( ) について ・表の時代の日本や世界の経済状 せる30 表１－４・１－５
況を理解する。

・戦後恐慌→関東大震 ・年表の作成・事項の確認をする ・経済の流れ。
災→金融恐慌→ 世界 のみを確認す
恐慌→昭和恐慌の流 る。
れ （ ～ ）。 1920 1930

・ ～ 年ころ ・内閣の変遷と政策を確認する。 ・田中義一内1920 1930
までの政治と外交 （恐慌の変遷と合わせる） 閣・浜口雄幸

内閣を主とす
る。

・満州某重大事件 ・年表の作成・事項の確認。 ・政府と軍の
・ 満蒙は日本の生命 ・大陸への侵略が拡大していくこ 意思の疎通が「
線」 とを理解し、軍部の勢力が強ま なくなってい

・満州事変・上海事変 ることに気づかせる。 ることに気づ通史編６近現代２
・ 満州国」建国 かせるように「 Ｐ９０～Ｐ９１
・日中戦争 する。

資料編１５巻・世の中の風潮も指示していくよ
資料３４・３５うになっていく様子を理解する。

まとめ ・戦争の終わりと移民 ・本時内容を振り返り、資料を読 ・ポイントを通史編６近現代２
んで、 自分の考えをまとめる。 押さえて資料Ｐ２３５～Ｐ２３９

。の提示を行う
( )10
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史料ア
（満州移民政策の展開）
昭和６年の満州事変後、満州農業移民は政治上・軍事上の理由から重要な国策となった。政府は
１０００万戸の移住計画を樹立し、その実現を期することとなる。移民は、国内的には農村の経済
更正を図るための人口調整政策の一環とされた。昭和恐慌で苦しんでいた本県は、国の政策に即応
して移民計画を拡大強化することとなる （中略）満州移民は、満州事変直後の昭和７年、第一次。
武装移民を送出することで始まる。本県からの移民は同８年７月第二次開拓団としてはじめて２６
戸入植し、以後９年８戸、１１年３戸・・・・であった。このような送出状況について、県経済部
は「本県ニ於ケル満州農業移民ハ現在未ダ百戸ニ満タザル現況ニシテ国策移民ノ線ニ副ハザルコト
遙ニ遠キモノアルハ遺憾ノ次第ナリ 資料編１７巻資料１１０ と述べている 中略 また 大」（ ） 。（ ） 、「

」 、和民族発展ノ大使命ヲ敢行セントスル優秀ナル花嫁ヲ養成スル 目的で満蒙開拓花嫁学校を開設し
（通史編６近現代２Ｐ２３３～Ｐ２３４から抜粋）・・・・以下略。

史料イ
［満蒙移民熱に県は移民計画樹立を急ぐ］ 『山梨日日新聞』 １６日昭和７年３月
満州に於ける、日支間の問題が一段落を告げ、これに代わって今度、満蒙移民に対する平和戦士
の登壇の段取りとなった。帝国の満蒙に対する統制ある大植民政策はまだ樹立の運びとならず、従
って何年には何万の人間を同地に送りこむかの具体的案は出来ていないが、膨湃としてみなぎりつ
ゝある移民熱にどう善処するか、芝辻知事は・・・ 中略）この移民熱を盛りたて助成することは（
国の大方針に翼賛する所以であり、本県としても人口食糧問題はやうやく矢釜しくならんとしてゐ
る際であるから、寧ろ従来のブラチルに対する移民計画を、此方面に転向集中せしめるを得策とし
てゐる次第であって・・・・以下略

（資料編１５巻資料５１から抜粋）

史料ウ
［満州移民第七次先遣隊員檄文］ 『山梨青年』 １日昭和１３年３月

大陸は招く
満州移民第７次先遣隊 Ｍ

一 懐かしき山梨の諸君！
暴戻支那膺懲の剣を取つてより半歳、北支に中支に上海に血河死山を越へ或は炎熱燃ゆる長城
に攀じ或は朔風肌を劈く曠野を駈け連戦連勝実に皇軍の向ふ所敵無きが如く威武正に天を衝く
の戦線を忍び、砲丸弾雨の中に逝く護国の英霊を祭りて朝に夕べに戦勝を祈りつゝ、出征軍人
の歓送に、遺族の慰問に将又乾草の採取に夜を日に次ぎ、東奔西走只管銃後につくす諸君等が
姿を想いては唯感涙に咽んで居ります。故国を出てゝ半歳髣髴と浮ぶ諸君等の姿を忍びつゝ、
今丘陵迫る大頂子山の麓長々氷る・・・ 後略 。（ ）

二 正義の警鐘を乱打し百年の迷夢より支那民族を呼び醒し・・・ 中略 ・・・、平和の陣頭に（ ）
立つ大和民族の使命を双肩に担ふ我等青年は今こそ二十世紀の歴史を飾るべく大舞台に現れたの
だ。 以下略

（資料編１５巻資料５３から抜粋）
【語注】
暴戻（ぼうれい） 荒々しく道理にはずれること。
膺懲（ようちょう） 敵に大打撃を与え、二度と戦争が出来ないように、こらしめること。
攀じ（はんじ） よじのぼる。
朔風（さくふう） 北の風。
劈く（つんざく） 手や爪で削く。強く破る。
曠野（こうや） 広野。
髣髴（ほうふつ） ありありとと思い浮かぶさま。
大頂子山 中国黒竜江省にある山。
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史料エ
【その他史料】
＊ 通史編６近現代２ Ｐ９０から
国際社会の反対を押し切って満州国を建国した後も、軍部は野心を膨らませて、満州から中国
華北への浸透を画策した。かくして昭和十一年はじめ、甲府歩兵第四十九連隊を含む第１師団の
満州移住が決まった。その直後に、同師団第一連隊・第三連隊などの青年将校たちが、部下を率

。（ ） 、いて閣僚・重臣らを殺害する二・二六事件を起こした 中略 甲府連隊も緊急出動命令を受け
完全武装で上京した （中略 ・・・連隊は、甲府に戻ってまもなく五月八日、軍旗を先頭に県。 ）
民の盛大な見送り受けて特別軍用列車で甲府を出発し、六月十七日北満北安に着き、一部はさら
にソ連軍と対峙する北の最前線黒河に配備された。

＊ 資料編１５巻資料３５から
熱き銃後の真心あれば満州吹雪も何のその
銃後固けりやお国の為に心置なく花と散る

【参考】
＊ 通史編６近代２ Ｐ２３９から
〈敗戦と満州移民〉
農業開拓移民として渡満した人々は、昭和二十年八月九日ソ連軍の侵攻により悲惨な状況に突
き落とされる。南巨摩郡増穂（現増穂町）分団開拓団は、ソ連軍と現地人の襲撃で一四八人中三
八人が死亡 （中略）郷土に帰れたのは一〇三人であった ・・・ 中略）特に惨状が甚だしかっ、 。 （
たのは前述した豊村の分村である。豊村分村開拓団には八月十三日に大量の召集令状が届き、老
人と子供ばかりが村に残されたところに、現地武装ゲリラに襲われ絶望的な状況となった （中。
略）十六日の戦闘で「既に弾薬尽き、重軽傷者半数に及び、戦力著しく低下したので、之以上の
抗戦は無謀であるし、重軽傷者を同道しての脱出は不可能であるので、一同自決するに決し、午
後三時所在人員一四一名、本部建物に集合し、中央に集積したダイナマイトに点火、自決した」
（後略）

☆豊村分村開拓団については、資料編１７巻資料１１２・１１３

および通史編６近現代２Ｐ２３４～Ｐ２３９を参照。

通史編６近現代２ 通史編６近現代２
Ｐ８１ 表１－４ Ｐ８２ 表１－５ 「生産物物価の推移」

「米価と繭価の変動」
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